

















本書は、著者が京都大学大学院時代の 1989年から 2019年までの 30年にわたるアフリカ
中部、コンゴ共和国の熱帯林を中心としたフィールドワークの体験記録であり、日本に住む
私たちへのメッセージである。最初の 10年は研究者として、残り 20年はアメリカに本部を




































































初版の増補版として 2020年 3月に上梓された。ちょうど Covid-19パンデミックが始まった
頃。その災禍は地球規模となり今日も拡大を続けている。
「環境問題は人と人の問題である」は、共生を科学する星槎の環境の学びの基本にある見
方である。星槎大学特任教授となった著者には、アフリカでの 30年にわたるフィールドワー
クに基づいた人間や社会のあり方、自然とのかかわりを日本で広く伝えていってほしい。
